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自律分散型の社会インフラを支える

ロボット・システムのプラットフォーマーへ

1



2

本資料の取扱いについて

Ɫ τψʺ χᾋ ΰτḩβϥṜ ΥḯϘϦοΜϘβʻάϦϣχ χᾋ ΰτḩβϥṜ ψʺ Ɫ χ Ⱳ χ τṁξ

Μο⌠ ήϦοΜϘβʻάϦϣχṜ ψʺ χὫᴮϞỘ Ϭ βϥϜχπψΚϤϘδϭʻάχϢΞσ τḩβϥṜ τψʺ

γΰϜṌ ΣϢό χзІϼϞ ᶎם ΥḯϘϦοΣϤʺζχὫᴮʺ χם∑χỘ Ϟ∞ ệψʺ τḩβϥṜ τ

Ϣμο ꜘ Ϙθψ ꜘ τꜘήϦθ χỘ ϞὫᴮχ ρψ ΦΨӰσϥᴦ ΥΚϤϘβʻ

άϦϣχṜ τṜ∏ήϦθὫᴮρ ΦΨӰσϥᴦ χΚϥ ԍτψʺ⁯ ΣϢό⁯∑ σὊↄ ệχ ᴟϞʺ ΥⱧỘϬזּ ᵫβ

ϥỘᵦχ ΰσςΥḯϘϦϘβΥʺάϦϣτᾢ ήϦϥϜχπψΚϤϘδϭʻ

Ϙθʺ ӟᵰχⱧʾ‮זּ τḩβϥ ψʺԁ τ῝ᵫήϦοΜϥ τṁξΜοΣϤʺ ψζχϢΞσԁזּ τ῝ᵫήϦοΜϥ

χ ᶎ Ϟ Ϭᾁ ΰοΣϣγʺ ΰοΣϤϘδϭʻ

Ɫ ψʺ ằχϙϬ ρΰο⌠ ΰοΜϘβʻ Ɫ ψʺ ʺ ⁯ʺζχ χ ӽτΣΪϥ ᴣ ὴχ χ᷉ Ϟ†

χ᷉ Ϭ ρΰθϜχπψΚϤϘδϭʻ

₈ῇʺˮⱧỘὓᵊẉό ᴦ τḩβϥⱧ7202ʺψοΜντ˯‮ 3Ὦτᵫꜘβϥ πβʻ



Copyright ØBlue innovation Co., Ltd. All Rights Reserved

ブルーイノベーションのはじまり
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エグゼクティブサマリー

当社はドローン・ロボットを起点に
ソフトウェア・サービスへ展開する社会インフラDX企業

巨大な対象市場

ṛד (̞1)χּזᵓϱ
рТжDX◕ τΣΪϥӊ

σꜛ ᴟʾ ᴟ
χᶈ

独自のポジション

Ṑ Ю˔ϸ˔τψσΜ֫
ФжАЕТ϶˔Э

ˮBEP˯(̞2)ρˮЖк˔р
Ъ˔Е˯τϢϥ╥

収益構造の転換

2026 ϬṞ ρβϥʺ
ᾤ PoCΤϣˮ ᴟήϦ
θІЕАϼἷРЅКІ˯

ϒχ

̞1 ⁯ ế ᴟὓᵊˢ20 ṛד ˣϞʺᴞ ʾỆ χ ẏᴟϱрТжӲⱱḚ ◕ Ϭ ρΰθ
̞2 ˮBlue Earth Platform ˯χ ʻ ⇔ψ11Ч˔Ѕ╥
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社会インフラDX市場の拡大

7

τϢϥ⌠ỘBefore Жк˔рʾкЩАЕτϢϥꜛ ᴟʾ῟ ᴟAfter

膨大なコスト

σỘ τϢϥ Ὧ ϞЀІЕ

労働力不足

ῢχᾚ ρ‰ ᴟτϢϥ⅜ ʾᾼ Ӳⱱχᴿ

ノウハウ属人化
Ṫ χὋ ρỘ χНжБϺτᴿל

危険作業・重労働
Ḿᾑπ‰зІϼσᾝ πχⱧᾮϞ ←ᵲ

ドローンとIoT機器、デバイスを組み合わせ、ソリューション導入

業務の安全化、効率化、低コスト化の実現

ドローンパイロット育成

専門点検員の確保とノウハウ蓄積

独自の開発のデバイス統合プラットフォーム

複数デバイスを運航管理し、ビッグデータを
収集・分析

国内インフラ老朽化と人手不足による自動化ニーズの急拡大

当社は、複数デバイス（機体）を遠隔制御・統合管理し、点検業務を自動化・効率化
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社会インフラDXのボトルネック
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インフラDX最大の壁は「機体」ではなく、「運用」の属人化

個別対応型の運用により、供給能力に制約が生じる構造となっている

現状：個別運用

機体導入

課題

ʾӛὯέρτ ὓ
ʾằẚ
ʾІϾ˔иΰσΜ

解決策：運用の標準化

機体導入

運用の標準化によるスケール・
高収益化

【なぜ赤字か】

個別対応による人的負荷・設計工数の増
大に伴う、供給能力の上限到達と売上拡
大のボトルネック化

【なぜ解決できるか】

標準パッケージ化により、原価率を低
減しつつ、対応案件数を飛躍的に拡大

非効率な個別運用
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社会インフラDXの産業構造と当社の目指すポジション
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機体に依存しない運用プラットフォームとして、上流ポジションを確立

社会インフラDX市場

運用プラットフォーム
Blue innovation

（BEP・ドローンポート）

ソリューション企業

機体メーカー

当社はドローン・ロボットを起点として社会インフラの点検・保守を
自動化する運用プラットフォームとしての価値創出を目指す
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コア技術 Blue Earth Platform®
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プラント点検

送電線点検

ロボット巡回点検

マルチセンサ ポジショニング サーバー・アプリ プラットフォーム

Ђ˔Н˔ ЄІГЭ

ЫАФ

⌠ϯФз
センサフュージョン

ˢӡ ▄ ˣ

セルフナビゲーション

ˢꜛ и˔Е ˣ

ᵲ Ϭꜛ ᵕ βϥ
Ω и˔ЕϬ◙ꜘ

ЈрЂϬ ϙ›ϩδ
‰ σᴒ ꜛ “Ϭᴦ τ

ЈрЂχ ϬЖк˔рτ ʻ
ήϘίϘσṐ Ϭꜛ “τ► ᴦ

ЈрЂϞṐ χ ϙ›ϩδπ
ήϘίϘσЄ˔рτ ᴦ

Д˔ЌЦ˔І

›Ḛ ЄІГЭ

メーカーや機種の壁を越え、複数のドローン・ロボットの遠隔運用を統合し、

運用を標準化する独自プラットフォーム
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競争優位性①｜独自の技術と全国パイロットネットワーク
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施設環境を選ばない技術とネットワークで、ユニークな業界内ポジショニングを確立

社会実装を通じて蓄積した運用ノウハウが、当社の競争優位性の源泉

独自のセンシング技術による、
特殊環境下でのドローン飛行

χЈрЂТв˔Ѕдр̞͍τϢϤʺ GPSḕẽ̞͎Ϟʺ
GPSχϙπψ “ Υ Μ ḕẽπχЖк˔р “τếϙ

Жк˔рʺAGVʺкЩАЕ ρὌΥϥЊТЕϳϴϯϬᵫ ʾ ằ
JUIDA̞͏ρ ὀΰʺ ⁯10 ӟ χОϱкАЕКАЕм˔ϼϬ ᵫ

ソフト
ウェア

非GPS環境 or・and 特殊環境

GPS環境

ハード
ウェア

競合他社群

競合他社群

全国のパイロットネットワーク
（同時に数十箇所の複数拠点の運用可能）

１デバイス
（ドローンメーカー）

競合他社群

複数デバイス
（ドローン、AGV、ロボット、センサ）

自社パイロット中心
（同時運用は数ヵ所程度）

多様なニーズに応える
デバイスフリー＆パイロットネットワーク

̞͍ χӰσϥЈрЂΤϣ ϣϦϥ Ϭ ϙ›ϩδοʺϢϤ ᶎσ Ϟ σ ệ ӃϬβϥṪ
̞͎ Ệ ᴞϞע σςχGPSʾGNSSД˔ЌΥ︡ πΦσΜḕẽ
̞͏ ԁ זּ UAS▀Ộ ọẸṳᵓˢJapan UAS Industrial Development Association ˣχ ʻ χ ‚ἋṐϬḯϚⱳ ӱ ЄІГЭ▀Ộχ ọϬ τ2014 7Ὦ
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競争優位性②｜高難度インフラにおける明確な差別化
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世界中のドローン・ロボットメーカーの中から、用途や環境に応じて最適な機材を選定し、
統合的に運用できる点が当社の強み

高難度施設における点検の自動化・省人化ニーズを捉え、強固なポジショニングを構築

ᴒ ︣ “ ᴒ ꜛ “̞
自動化・省人化

機
能
の
深
度/ 

点
検
精
度

ᵗᾁ₰
‰ ⇔3DЯДи

╖ֲ
♪

ELIOS３

高難度環境対応/

拡張性・多用途

競合 A

超小型/
狭小空間・
特定用途に
特化

競合 B

機能限定
低価格/
目視特化

競合 C

小型/
衝突回避機能 ELIOS͏ψꜛ “Υᴦ σᴒ

ᾁЖк˔рρΰο ╛σ☼
τ ᴂΰʺᶆ ЈрЂ˔ ∏τ
ϢϤ‰ ᴥᴣ ӽπếᾧσЪ
ЅЄдрϬᶎ

̞ ︣ “χ‚ ϬṜᴓΰꜛ “π™ᾝ
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事業ポートフォリオと収益構造

15

ドローン社会実装と社会インフラDXを推進する4つのソリューションを軸に、
従来の「個別対応」から「標準パッケージ・ストック型ビジネス」へ収益構造を転換し、スケーラビリティを向上

｜2025年度売上高構成

Жк˔рϬᶨ ΰθ ᴟᶘϞ

ʺ σςχФжрЕʺ

χ ᾁσςχЊзв˔Єд

рϬ ằ

ЈрЂ˔Ṫ Ϭ ΰθ θσЊ

зв˔ЄдрϬ ằˢЖк˔рӟ

ᵰχЊзв˔ЄдрϜḯϚˣ

Жк˔рχ▀Ộᶨ τΰΪθОϱ

кАЕӾ ϞʺЖк˔рОϱкА

Е ʾД˔ЌḚ ФжАЕ

Т϶˔ЭϬ ằ

τᴥΠʺ ᾁʺ ← χЖ
к˔р Υ βϥЖк˔р
Ъ˔Еχ ằ

点検ソリューション 教育ソリューションポートソリューション ネクストソリューション

55% 24% 19% 2%

2025年度以前：構造的な課題

םᵓזּ Ϭ ΰʺ᾽ẁ Ὧτ
›ϩδθ ὓΥ ᴟ

™ᾝ Υ Ψʺ ᴟχЌϱЬ׃
рϽΥῇϧ ΰτσϥ 

2026年度以降：スケーラブルな構造へ転換

ターゲット特化：下水道点検 / 防災分野

V χ τϢϥˮ‰Μ™ᾝ ˯

V ОАϾ˔Ѕ ằτϢϥˮ ᴟχ׃ ṍםᾝ˯

V Ὃ σІЕАϼ χᶍ׃

受注・提供
モデルの転換
ˢ2026 ˙ˣ
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収益モデル
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ストック型ビジネスへの収益構造転換

ІЕАϼ χ׃ ϙ ΫτϢϤʺ χӗ׃ ρ™ᾝ Ϭΰ

フロー型モデル ストック型モデル

トライアル導入・導入講習

実証実験（PoC）

ソリューション開発

Ṍ ЄІГЭπχЕжϱϯи ᵫ

τᴂαο ṛЈрЂϞ
ЄІГЭϬᵫ 保守メンテナンス

社員教育

ПϯзрϽῇχ Ὧ ṰϬὊ
οᾝ πχם ʻ☼םᾓϬם
ὫᴮτϢϤДНϱІϞϯФз

運用・サポート

データ管理・分析

導入コンサルティング
ПϯзрϽΤϣ Ὧ Ṱʺᾝ ₰τṁξΨДНϱІϞϯФз ʺ

ФкЅϴϼЕ “Ḛ σςʺ ὓᵊχὨ Ϙπ◦כ

BEPパッケージ

本格導入

自社運用開始

運用サービス パイロット派遣
Тк˔ἷ̠ІЕАϼἷϒӱ“

単発のPoC案件から脱却し、BEPを中核とした
「継続的・高利益率のストック型ビジネス」へ収益構造を転換
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事業領域│点検ソリューション–全国自治体と連携した下水道点検の拡大
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∫ ◕πχṪ ᾁ χ ◓ˢ₮ˣρḚẦτ βϥELIOS 3ˢ֒ˣ

Å ☼Ῥ ₰ρΰοELIOS 3を用いた下
水道管渠内調査を実施

Å ⁯χừẍ ₰ Ϭ ὂτʺДЅЌи
Ṫ χᶨ Ϭᾁ βϥ πם☼

Å 15 χ“ ḩἰּיΥ╥ᴥʺ ₵Ἃ
ḧπϜӗ “ρ3Dᴦ♪ᴟΥᴦ π
ΚϥάρϬᶎ ʻӗ ʾ῟ ʾ⌠
ỘⱲḧ ρΜμθ῟ᴮϬם

Å ᴒ ᾁ Ẕ Жк˔р「ELIOS 3」を活用し
た下水道点検技術の検証を実施

Å ᴟ Ϟ π ₰Υ₉ σḚ τΣΜ
οʺӗ ρ῟ Ϭέφ Πθ Ṫ χ
ᴦ Ϭᾁ

Å ∫ 15χꜛⱵ ḩἰּיΥ╥ᴥʺ
ӃΥ ΰΤμθױ χᶎ Ϟʺ︡ Д˔Ќ
χ3Dᴦ♪ᴟʾᵔ τϢϥם χ‰ήΥם

大阪府富田林市 奈良県奈良市

政府の下水道点検強化方針を背景に、全国26カ所で屋内点検用球体ドローン「ELIOS 3」による調査点検を拡大

複数自治体での実証を経て、2026年は横展開による案件拡大が可能な段階に

◕ ẋ  2 ῝Ặᴞ χם∑
χ ᵊ ˢ֒ˣρ 3D Д˔Ќˢ₮ˣ

栃木県野木町

Å ὺ ρẶ π栃木県野木町の管路点

検に「ELIOS 3」を導入し、Range 

Extender で地上操作を実証

Å Ӛ πϜLiDARρLEDжϱЕτϢϤ‰

3DЫАСрϽρֳ ︡ Ϭם☼

Å 120mϬ30 π ᾁḁ ΰʺ “

πӗ ʾ῟ Ϭ τΰ

ELIOS 3χ╖ֲֳ Ϭзϯ
иЌϱЭπᶎ

ELIOS 3Υ︡ ΰθД˔Ќ
ˢ₮ʿ3DЫАФʺ
֒ʿ╖ֲΰθֳ ˣ
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事業領域│ポートソリューション–社会実装が進む「BEPポート｜防災システム」
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防災・監視等を支える「自律型ドローン基盤（BEPポート）」として、
2026年は実証から収益化への転換フェーズ

シ ス テ ム 概 要 技 術 的 裏 付 け社 会 実 装

国際標準化（ISO5491）に準拠した

BEPポートの技術

災害発生時に自動で稼働・広報・

映像取得

日本初、実災害対応で稼働した

BEPポート｜防災システム

Å2025 7ὮʺϸЭЎаБϸ χ
ὕ Ⱳτꜛ ᴶ

Å ◕ʾ ᾉԁẋ π
ῲ Ϭם☼ˢ χⱧ ˣ

Å₈ῇʺ ⁯ꜛⱵ ϒχ ᵫϬ

ÅJϯж˔ЕρBEPΥ ΰʺЖк˔рЪ˔
ЕΤϣЖк˔рΥꜛ

Åꜛ ᵕʺꜛ ῲ ʺ ← ệχз
ϯиЌϱЭẶ

Å⁯ῖ ʾ ρχẶ ᾆẕˢ2016 ˙ˣ

Å2023 ʿISO ꜠ “ʺ2024 ϢϤ
SBIRФкЅϴϼЕ “

Jアラート連動

自動離着陸/自動巡回/自動避難広報/自動充電

データ保存サーバー

リアルタイムで
状況把握可能なUI

ᾉԁẋ χ ῲ ЄІГЭ

ISO5491
正式採択・発行

ブルーイノベーションを議長ρΰʺ
ᵦ7Τ⁯ˢ ʾ ʾ ʾֽʾ ʾḫʾ ˣχ
ᴪρṛᶊ Ϭ ₰ʻ

2023 6Ὦʺ ᵦ ρσϥ Жк˔рЪ˔Е
Ὧχ国際標準規格化を実現
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. ᶹḻḝḱDX ᶍ ᶇ

֯ ∞ ᶇ

4֯ḛḀḕḁḪḏḳᶇ ḅḲḭᴻ᷿ḯḻ

5. ᶇ
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2025年12月期 通期業績の総括

項目
FY2025
実績

前期比 予算比

売上高 1,051 ▲171
(▲14.0%)

▲461
(▲30.5%)

売上総利益 410 ▲100
(▲19.6%)

▲183
(▲30.9%)

営業損失(▲) ▲548 ▲149 ▲215

要点

Å 2025 ṍχᶆ ψʺṍ ὓᵊ
ϬᴞᵕϥὫᴮρσμθ

Å︠σ ԍρΰοʺЂ˔РІ ӽτ
ΣΪϥằẚ χֲốτϢϤʺ
ЕАФжϱрρ ׃ χ π
ρσμθ

Åԁ ӛὯχ ὓ ⱲṍχṍЇй
Ϝ ΰθ

単位：百万円

Å社会実装案件が拡大する中で、提供設計・供給体制の構造的な制約が顕在化した

現状認識：

Å῝ẶϱрТж ӽϬ τʺӛὯ ψὋ ΰοΜϥ

ÅּזᵓИ˔ЇτᴂΠϥ πʺᾤ ᴂΥ “ΰʺ῟ χᴿ Υᾒ∕ᴟ

ÅⱧỘᶈ τ Μʺ ằ ὓʾằẚ τ  σ Υᾒ∕ᴟ
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業績未達の主因：提供設計および供給体制の構造

FY2024 FY2025

サービス 676 471

ソフトウェア 248 200

ハードウェア 298 379

0

200

400

600

800

1000

1200

1400
ハードウェア（屋内点検）

ẵ› ӡ Υ‰Ψʺ ψὸ

χ᾽ẁṁז150ּ ˢ τ ʺ
ᴞ Ộᵦˣψ₈ῇχᴅ ᵫχ

サービス

ԏΦ›ΜΥ ᴥβϥ πʺТи
ϸІЌЭ χằẚ  ΥЩЕ
иКАϼρσϤʺ ᴂ Υ
χ ᾢρσμθ

ハードウェアは成長を継続する一方、

サービスは供給構造の制約により伸び悩み

単位：百万円

市場環境

῝ẶϱрТж ӽϬ τʺPoCʾ
ם ʾ ӛὯχ ψ ᴥἱΰ

社内対応

ӛὯέρχᾤ ᴂˢТиϸІЌЭˣ
Ϭ ΰθὫᴮʺ зЊ˔Іτ ᴻ
Υ ʻ σằẚ Υ ᾢτ

結果

ΥὋ τ ϙ Υϥ 
ˢІЕАϼἷˣτσμοΣϣγʺ
ὓ χⱲṍΥ ╩ʾ ט

︠ԍψằẚ χ τΚμθ
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2026年度の戦略：受注・提供モデルの転換

1.個別最適の限界 3.リソースの制約2.フロー型収益の脆弱性

ᴿ ʿּזᵓם Ϭ ΰʺ᾽ẁ Ὧτ
›ϩδθ ὓΥ ᴟ

ֲốʿ™ᾝ Υ Ψʺ ᴟχЌϱЬ׃
рϽΥῇϧ ΰτσϥ 

ᴿ ʿ ︣Ӣ χằẚ πΚϤʺ
ᴂᴦ σӛὯ Υ σ ᾢτ
ΰθ

ֲốʿ ᴥχ Ɫσΰτψ
ᶈ Υ₉ σ ệ

ᴿ ʿ ӛὯχ Υ‰ΨʺὊְχ
ӗ ᴟϬὧΨ

ֲốʿ ʾ χ׃ ᴦ Υ Μ

構造的な
論点

(2025年度)

1.標準化・パッケージ化

受注・提供
モデルの転換
(2026年度)

2.ストック型への移行 3.リソース配分の最適化

ᾤ ᴂΤϣχ ẀϬ Ϥʺᴞ ᾁʺ
← τ ᴟΰθˮ ОАϾ˔Ѕʿ
М˔ЖʾЊТЕϳϴϯʾễӾʾ֫ ʾᵔ
ʾ ︢˯ϬЈАЕτΰθ ằ

Тк˔ΤϣІЕАϼϒχ ḊϬ ϛʺ
зС˔Е Ϭ ♪βϥὊְϒӱ“

ψʺṌזּꜛ ᾽ẁχLTV —τ
ΰʺ ṛᵫ ψϯжϱϯрІ
ˢNTTϱ˔Жк˔р ˣρχ ὀτ
ϢϤ

重点指標 パッケージ販売の売上高構成比 /  ストック・リピート売上比率 / 全社平均粗利率以上の案件売上比率
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収益構造転換による利益改善のメカニズム：標準化がもたらす利益創出とスケーラビリティ

23

2026年は、収益構造の転換により利益改善の基盤を構築するフェーズ

労働集約・個別最適の限界

˲従来˳
個別案件ごとの設計・対応

設計・運用工数が増大
ˢ зЊ˔ІχЩЕиКАϼˣ

利益の圧迫/スケール限界

˲  Ḋ˳
今後：

標準パッケージ
による提供

設計工数の削減
ˢᾖᴣχ ᾚˣ

提供リードタイムの短縮
ˢ ІС˔Жχᴥ ˣ

案件回転率の向上
ˢ ԁзЊ˔Іπ ˣ

保守・運用のストック化
ˢ ӛὯΤϣὋ ʾ‰ ׃ ϒˣ

人的リソースに依存しない、
スケーラブルな収益構造へ転換

【利益改善と黒字化の定着】

ӛὯᵕ χΰ ʾ
ІЕАϼ ϙ Ϋ
τϥ ᾃԏ

ὓῬ ˢᾖᴣˣχ ᴞ
τϢϥ ׃ χᵠ

χ ρ‰Μ™ᾝ
τϢϥʺ ӡΚθϤχ

ᾧ

営業利益（↑） ＝ 売上（↑） × 粗利率（↑） － 販管費（↓）
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2027（Goal）黒字化に向けた構造転換へのロードマップ

2026年は短期的な数値改善を目的とする年ではなく、

再現性のある受注・提供モデルを確立する年と位置づけ

2025（Review）

価値検証・社会実装

2026（Plan）

受注・提供モデルの構造転換

トップライン回復の土台構築

＋ 粗利安定化に向けた設計完了

2027（Goal）

黒字化定着

  χᾢᵦΥ

ρṪ χᶎ

ОАϾ˔Ѕᴟχם“

™ᾝ ΚϥЯДиχ 

χ᷀Ϥ︡Ϥ׃

ᴥ
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2026年業績予想

25

֩ ∞ֹ ⱦ֪
2021 2022 2023 2024 2025 2026

725 908 1,264 1,223 1,513 1,051 1,600 +548

לּ 487 517 698 712 640

♬ 238 390 566 510 594 410 600 +189

ᶒ╗ 629 740 856 909 958

☺ Ā391 Ā349 Ā289 Ā3 Ā333 Ā548 Ā380 +168

Ā393 Ā341 Ā295 Ā392 Ā331 Ā561 Ā380 +181

╥ Ā394 Ā345 Ā299 Ā394 Ā334 Ā635 Ā390 +245

公共インフラ領域における需要拡大の取り込みに加え、標準化の推進による収益構造の
改善および販管費の適正化により、前期比で営業損失幅は改善する見込み

2025年度の業績予想と実績値との差異の理由
‰ʿּזᵓם ӛὯχᶈ τ Μᾤ ᴂΥ ᴥΰʺӛὯέρχ▫ ΣϢό ằФкЈІχֲốτϢϤ ὓ ЌϱЬрϽΥ ╩ʻάχὫᴮʺ ψὸ πΚϥϜ

χχʺ ὓ Υԁ ṍτἣϤׇήϦθ
םᵓזʿּ׃ Тϴ˔ЇτΣΜοТиϸІЌЭ ᴂχ Υ ΰʺԁⱲ τᾖᴣ  Υ Ψσμθάρπ ψᾚ׃

ְỘ ﬞʿ ὓ χῇϧ ΰτᴥΠʺּזᵓם ᴂτΰΪθ Ԍʾ χ “ ⱢϬם☼ΰθάρτϢϤʺְỘ ﬞψᶈ
άϦϣχ ԍϬ ϘΠʺ2026 ψ ᴟτϢϥ  ׃ ḊϬ ϛʺ ׃ χᵠ Ϭ ϥ
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標準化の進展に伴い、今後ストック型売上比率の向上を目指す

KPI 2022 2023 2024 2025

֯ ╥
֩ ֪

128
(128)

142
(270)

152
(422) (572)

28 ă׃

(700)

֯ḁḐḋ᷄ 22.8% 27.2% 24.3% ăׄ 2 .0% 22.0% ăׅ

ă1 ᶹḻḝḱDXᶍ ᶉ ᶊ ᵰᶅᴲ ᶊ ᶮᵺᵾḝḳ᷀ḁḇḨᶆᶍ ⱱᶣ ᶊḲḅᴻḁᶱ ᵶᴲ ᶍ ᶍטּ ᶇᶉᶪ◖ Ḗᶻḗᶻᶍ ᶱ ᵶᵾ ᴲוֹ
 ╥ ᶎ╗ ᶊ

ăׄ ḁḐḋ᷄ ᶎ 2֩.5נּ +ⱦą3.1 +ⱦ +Ǝ25% ֪ᵶᵾᶡᶍᶍᴲ ᶊ ᵸᶪḝḵᴻ ᶍ ᶊᶧᶩᴲ ᶎ╗ ᶊ זּ
ăׅ ♬ ᶱ ᶇᵶᵾ ᶍ ᵶᶊᶧᶩᴲ ᵫ ᵶᴲטּ ᶎ╗ ᶊ זּ
ă׆ BEPḮᴻ᷾ᴻ ᶊᶃᵣᶅᶎᴲ ᶎ ᶉᶪḮᴻ᷾ᴻ ᶍ ᵪᶨᴲḙḋ᷆ᴻḀ ᶱ ᵷᵾ ♬ ᶍ ֩טּ ֪ᶊḝᶾᴻ᷀ḁᵸᶘᵮᴲKPIᵪᶨ
ăׇ ḅḲḭᴻ᷿ḯḻᶍ ᶊᵣᴲḗᴻḑᶻᶼᶷᴴḅḝḐᶻᶼטּ ᶍʊ ᵪᶨᴲᵲᶫᶨᶱ ᵶᵾ לּנּ ᶉ ḙḋ᷆ᴻḀᶍ ᶗᶇḪḏḳᶱ ᵶᴲ ᶍ↨ ᶉ ♬ ᶱ

ᶊ ᵸḁḐḋ᷄ ♬ᶍ ᶱ ᶇᵸᵾᶅᶠᴲḅḝḐᶻᶼᶷ ᶍ ᶎKPIᵪᶨ

KPIᶍ ᶇ

KPI 指標の推移

26

. ᶊ ╥ ᶍᵡᶪ Á ᶇᶍ ╥ ᶍ ᶱ ᵸ ᶆᵡᶩᴲ᷊ᴻḛḁ ╓ᶍ ᶊᶧᶪᶷḋḟḃḳᶍ ᶇᶉᶪ
. ᶊᶧᶪ ᵫ ᶊ ᶠᶪ Á ♬ᶍ↨ ᵩᶧᶒ ᶱ ᵸ
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2026年の施策（1/3）

27

¸ФжрЕ ᾁ ̞1s BEPϱрІЧϼЄд
рˣπψʺṌ ᾽ẁϬ τ ằ Ӥχᶈ
ρ χΰ Ϭ Ϥʺ1ּזΚθϤχ
︡ԏᶛχ ϙ ΫϬ ϛϥʻΚϩδοʺᴞ

ᾁτ ᴟΰθˮ ОАϾ˔Ѕʿ
М˔ЖʾЊТЕϳϴϯʾễӾʾ֫ ʾᵔ
ʾ ︢˯χ Ϭ ϛʺО˔ЕЗ˔χ
Ϭᶨ ΰθ ṛ᾽ẁχᴅ ᵫτϢϤʺ

™ᾝ χΚϥἹπχ Ϭᾋ₅Ϛ

¸ ᾁˢBEPжϱрˣπψʺṌτ
χ ᵓּזπ֫ם ήϦοΜϥʻ‰ ׃
χЂУІϼзФЄдрЯДиϬṁ τʺ
ԁЯДиχᴅ ᵫϬ ϛϥʻם χΚϥ
ӽτ βϥάρπʺὋ σ χ׃
ϙ ΫϬ ◙β

325 

617 
568 576 

1,135 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2022 12Ὦṍ 2023 12Ὦṍ 2024 12Ὦṍ 2025 12Ὦṍ 2026 12Ὦṍ

( )

( )

前期比

+559百万円
+97％  

ˢ ӡʿ ˣד

点検ソリューション

̞1 ФжрЕ ᾁτψʺ χ ʾ ḩ χ☼ τᴥΠʺᴞ χּזᵓϱрТж χ ᾁϬḯϙϘβ
̞2 ψʺ2023זּ 12Ὦṍ 2◌ ṍӟ χ τνΜοψḗ₰ χḗ₰Ϭ ΪοΜσΜθϛ╥― τσϤϘβ
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2026年の施策（2/3）

28

ˢ ӡʿ ˣד

¸Ъ˔ЕЊзв˔Єдрπψʺᾤ χ
PoC ᴂϬ ρΰθЯДиΤϣʺ
▫ τṁξΨ ʾ֫ ʾ ︢Ϭԁ
ᴟΰθЯДиϒρӱ“

¸ ← τΣΜοψʺBEPЪ˔ЕϬᶨ
ΰθ ОАϾ˔ЅϬӗ τ֫
ΰʺὋ Ϭ ρΰθІЕАϼἷ
χ׃ ϙ ΫϬ ϛϥ

¸Κϩδοʺ ԁχṁ ЄІГЭϬᶨ
ΰʺ ӟᵰχ ← ϒχ ᵫτΰ
Ϊθᾁ Ϭ ϛϥ

¸⁯ФкЅϴϼЕτνΜοψʺ χⱧ
Ộ ᵫτⱢβϥṪ ʾ֫ ЛϳМϳχ
Ϭ τʺὋ τ╥ᵊ

ポートソリューション

252 
263 

312 

252 

279 

0

100

200

300

400

2022 12Ὦṍ 2023 12Ὦṍ 2024 12Ὦṍ 2025 12Ὦṍ 2026 12Ὦṍ

( )

前期比

+27百万円
+11％  

( )

̞ ψʺ2023זּ 12Ὦṍ 2◌ ṍӟ χ τνΜοψḗ₰ χḗ₰Ϭ ΪοΜσΜθϛ╥― τσϤϘβ
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2026年の施策（3/3）

29

̞ ψʺ2023זּ 12Ὦṍ 2◌ ṍӟ χ τνΜοψḗ₰ χḗ₰Ϭ ΪοΜσΜθϛ╥― τσϤϘβ

ˢ ӡʿ ˣד

¸ễӾЊзв˔Єдрπψʺ ḕ
ẽχ ᴟϬ ϘΠʺ πχ
ᶈ ψ ϩγʺӗ σְ֫Ϭ
ρΰθⱧỘṛ ϬӲⱱ

¸„ ϬṞ ρΰθ᾽ẁ ϬᶨΤ
ΰʺ ᾁΣϢόЪ˔ЕЊзв˔
Єдрϒχ ẁϬếᴟβϥάρπʺ
ᵓּז χ ᶎ ρὋ χ
ΰ τ‟ᾅ

教育ソリューション

244 

308 

280 

203 

158 

0

100

200

300

400

2022 12Ὦṍ 2023 12Ὦṍ 2024 12Ὦṍ 2025 12Ὦṍ 2026 12Ὦṍ

前期比

▲44百万円
▲22％     

( )

( )
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営業利益の構成

30

2026年度は短期的な利益確保よりも、再現性のある収益モデルへの構造転換を優先し、

中長期的な収益性の向上を目指す

∞ֹ ⱦ

1,600

- 1,000

- 460

- 150

- 370

לּ ♬ ᵼᶍ ☺

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

600

ÿ380
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事業計画の遂行における重要なリスクと対応策（1/2）

31

ᵫ ☺ ᶍḲḁ᷄ ╣ᶇᶉᶪּס ᵫᵡᶪᶇ ᵧᶪ ᶉ ᶱ∙ּזᶊ ᵶᶝᵸᴳ לּ ᵆ ᶍḲḁ᷄ᵇᶊ ᵴᶫᶅᵣᶪ ᶍᵥᶀᴲ ᶍ
ᶣ ᶍ ᶊ☼ ᵸᶪ ᶉḲḁ᷄ᶱ ᵶᶅ ᵶᶅᵩᶩᶝᵸᴳᵼᶍ ᶍḲḁ᷄ᶎᴲ לּ ᵆ ᶍḲḁ᷄ᵇᶱᵳ ᵮᵿᵴᵣᴳᶉᵩᴲ∙ּזᶊ ᵴᶫᶅᵣᶪ
ᶊ ᵸᶪ ᶎᴲ ᶊᵩᵣᶅ ᵫ ᵶᵾᶡᶍᶆᵡᶩᴲ ᶊᵩᵣᶅ ᵸᶪּס ᵫᵡᶪᵸᶘᶅᶍḲḁ᷄ᶱ ᵸᶪᶡᶍᶆᶎᵡᶩᶝᵺᶲ

ᶉḲḁ᷄ Ḳḁ᷄ ꞌ סּ ☼

ḅḲḭᴻ᷿ḯḻ

Å ᶊ ᶱ ᵶᵾ᷊ᴻḛḁᵫ ᵶᵾ ᶱוֹ
ᵶᶉᵣḲḁ᷄

Å ᶍḓᴻḂᶱ ᶝᵧᵾ ᴲ ᶍ
ᵫ ᵷᴲ ᶈᵩᶩᶊ᷊ᴻḛḁᵫ ᵴᶫᶉᵣḲḁ᷄

Å ᶉ ᷊ᴻḛḁᶍ

Å ᶍḓᴻḂᶱ ᶊ ᶊ №ᵶᴲ ᶍ ᵫ
ᵶᵾטּ ᶊᶎ ᶊ ꞌᶆᵬᶪ ᶉ᷊ᴻḛḁ
ᶍ

ḑḵᴻḻᶍ

Å ᵫ ᶱ ᵶᶅᵣᶪḑḵᴻḻᶊᶃᵣᶅᴲ
ḁ֩ᶹḁᶊ ᶱ ᵮFLYABILITY SA ֪ᶇᶍ
ᶍ ᶍ ᶊ ᶱ ᵸᶪᴲᶡᵶᵮᶎ ᶍ↨
ᵫ ᶇᶉᶪḲḁ᷄

Å ḁ֩ᶹḁᶊ ᶱ ᵮFLYABILITY SA ᶇ֪
ᶍ טּ

Å ᶍ᷊ᴻḛḁ ᶊ ᵶᵾḑḵᴻḻᶍ ᶉ

ᶉ
ᶗᶍ ꞌ

Å ᶍ ᶊ ᵸᶪᴲ ᵫ ᵶᶅᵣᵾ ᶱḑḵᴻ
ḻᶣḵḤḋḐᶊᶧᶩ ᵸᶪ ᶍ ᶉ ᶗᶍ ꞌ
ᵫ ᶫᶪḲḁ᷄

Å ᶗᶍ ᶉ

Å ᶊ ꞌᶆᵬᶪ ḁḇḋḝᶍ ᴴ╔

ᶍ Å ᶒ ᶊ ᵫ ᵸᶪ ᶊᵡᶩᴲ ᵹᶫᶉ
ᶈᶊᶧᶩ ᶗ ᵫ ᵴᶫᶪᵲᶇᶍḲḁ᷄

Å Ⱬᶱ ᵸᶪ∏ ᶍ

ᶊ ᵥ
☼

Å ᵫ ᵸᶪ ᶊוֹ ᵫᶨᶉᵪᶂᵾ ᶣᴲ
ᶊᵩᵣᶅ ᵸᶪ ᶊטּ♬ ᶫᵫ ᵷᶪḲḁ᷄

Å ᶊ ᵸᶪ ᶍוֹ ᶇ ᶍ

ᶊᶧ
ᶪḑḵᴻḻᶍ

ᶍ

Å ᶊ ᶨᵹᴲ ᶊᵩᵣᶅ ḑɟḵᴻḻᶊ ᵸᶪ ᶉ
ᵫ ᵶᵾ ᶊᴲḑḵᴻḻᶍ↨ ᶊ ᵸᶪ
ᵫ ᵸᶪᵲᶇᶊᶧᶩᴲזּ ᵪᶨᶍ ᴲזּ

ᶍ טּ ᶊᶧᶩ ᶍ ᵫ ᵸ Ḳᶅḁ᷄

Å ↨ ◖ ᶍᵾᶠᶍḦḓḭᶷḳ ᶍ ᴲ◖

Å ᶍḙᶹḵḋḐᶊ ᵸᶪ ╔

Å ḙᶹḵḋḐ╔ ḁ᷄ᴻḳᶱ ᵷᵾ ᶍḙᶹḵḋḐᶊ
ᵸᶪ ╔
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事業計画の遂行における重要なリスクと対応策（2/2）

32

ᵫ ☺ ᶍḲḁ᷄ ╣ᶇᶉᶪּס ᵫᵡᶪᶇ ᵧᶪ ᶉ ᶱ∙ּזᶊ ᵶᶝᵸᴳ לּ ᵆ ᶍḲḁ᷄ᵇᶊ ᵴᶫᶅᵣᶪ ᶍᵥᶀᴲ ᶍ
ᶣ ᶍ ᶊ☼ ᵸᶪ ᶉḲḁ᷄ᶱ ᵶᶅ ᵶᶅᵩᶩᶝᵸᴳᵼᶍ ᶍḲḁ᷄ᶎᴲ לּ ᵆ ᶍḲḁ᷄ᵇᶱᵳ ᵮᵿᵴᵣᴳᶉᵩᴲ∙ּזᶊ ᵴᶫᶅᵣᶪ
ᶊ ᵸᶪ ᶎᴲ ᶊᵩᵣᶅ ᵫ ᵶᵾᶡᶍᶆᵡᶩᴲ ᶊᵩᵣᶅ ᵸᶪּס ᵫᵡᶪᵸᶘᶅᶍḲḁ᷄ᶱ ᵸᶪᶡᶍᶆᶎᵡᶩᶝᵺᶲ

ᶉḲḁ᷄ Ḳḁ᷄ ꞌ סּ ☼

ḑḵᴻḻ
ᶍ

Å ᶍ ᴴ ᶊ ᶊ ꞌᶆᵬᵹᴲ ᴴסּ
ᶍ ᶩ ᵶ ᶊᶧᶩᴲ ᶍ ᵫ ᵴᶫḲᶅḁ᷄

Å ᶊ ᵸᶪ ᶉ

ᶒ Å ᶣ ᶉᶈᶊᶧᶩ ᵫ ᵶᵾטּ ᶍ
Ḳḁ᷄

Å ᶣ ᶍ ᶱ ᶊ ᵶᴲᵼᶍᶧᵥᶉ
ᵫ ᵴᶫᵾ ᴲ ᶊ ☺ ᶱ ᵸ

ᶍ
Å ᶍ ᶣᴲ ᵫᶧᶩ ᶫᵾ᷊ᴻḛḁ
ᶱ↨ּלᶆ ᵶᵾ ᴲ ᶍ ᵫ ᵸזּ Ḳᶅḁ᷄

Å ᶉ ᷊ᴻḛḁᶍ

Å ᶗᶍ ᶉ

᷿ḁḎḨ
Å ᷿ḁḎḨ ᶣᶹḻḇᴻḕḋḐ ᶍ ᶊᶧᶩᴲ᷊ᴻ
ḛḁ ᶊ☼ ᵫ ᶪḲḁ᷄

Å ᶹḻ᷿ḏḻḐ ᶍ ꞌḦḓḭᶷḳᶍ
Å ᶍ ᶊ ᶞᶱ ᵸᶪḟḵḘᶹḈᴻ

╥
ᶇᶍ

Å JUIDA ᶇᶍ ╥ ᶍ ᵫᶉᵴᶫᶉᵣᴲᶡᵶᵮᶎ╥
ᶍ ᵫ ᵹᶪḲḁ᷄

Å ᵶᶅᵣᶪḅḲḭᴻ᷿ḯḻ᷊ᴻḛḁᶍ ᶊ
ᶧᶩƎ ᶊ ᶠ JᶅUIDA ╥ᶍ ᶱ
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まとめ

1. 社会インフラDX市場の拡大

2. 運用プラットフォームという独自ポジション

3. 標準化による収益構造転換

2026年は、PoC型ビジネスから標準化されたストックモデルへ転換し、  
再現性のある成長基盤を確立し、中長期的な収益拡大を目指す



ÁAppendix

34
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1. 会社概要 –① 会社概要

35

売上高 ※２ 

1,051 ד

従業員数 ※１設立

売上総利益率 ※２ 売上高CAGR※３ ストック型売上高CAGR※４

16̋39% 13%

主な取引先

1999 6Ὦ 68
ˢ ᵰ⁯ 11 ˣ

国土交通省 経済産業省 東京電力 九州電力 JERA ENEOS

清水建設 トヨタ自動車 鴻池運輸 三井不動産 日鉄興和不動産

̞͍ 2025 12Ὦ Ⱳ
̞͎ 2025 ˢ2025 1Ὦ˙2025 12Ὦˣם
̞͏ ЀкЗᵕ ῇˢ2020˙2025 ˣτΣΪϥCAGR
̞͐ ЀкЗᵕ ῇˢ2020˙2025 ˣτΣΪϥCAGR
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1. 会社概要 –② 沿革

36

ᴒ ᾁⱧỘϬᵫ◐
ˢẔ Жк˔рˮELIOS Єз˔Ї˯ˣ

ꜛ ᾁ
ˮЖк˔р ˯ЄІГЭכ◦“

ϷТϰІΰΪкЩАЕЖк˔рЪ˔ЕЄІГЭ

ꜛ Жк˔р֫‚ʾḚ
 ˮ ῲ Жк˔рЄІГЭ˯

AGVꜛ ᵕτϢϥ
 ˮ͏͒͌̃אּםVRЫАФꜛ ʾ  ЄІГЭ˯

ᴞ ϱрТжΰΪ
3DЯДиᴟЂ˔РІ

Жк˔рЪ˔ЕЄІГЭϬᵫ

ᴒ ᵰΰΪЖк˔р ᾁ

ᾢᵓּזϯϱЀЭКАЕ ʻ
←ʾᵤḰЀрЂиГϰрϽⱧỘᵫ◐ 

Уи˔ϱЛЦ˔Єдрᶴ꜠ᵓּזτּז  

JUIDAˢԁ זּ UAS▀Ộ ọẸṳᵓˣ τ╥ᵊ

χЖк˔р כ◦“ Ђ˔РІ

Жк˔рχṁ ễӾⱧỘϬᵫ◐

◓ςϜΰΪФкϽжЬрϽễעˮЖкЬрϽ жЩ˯

JUIDAФжрЕ ᾁІЧЄазІЕ

Жк˔р “ Ⱡ⌠ ʾ Ḛ Ђ˔РІ

2014

ᴂ ễӾЖк˔р ∙Ӿ

Жк˔р ᾁ

Жк˔р ꜛ ᾁ
ЄІГЭϬᵫ

кЩАЕꜛ ᵕ ᾁ

ϷТϰІΰΪкЩАЕ ЄІГЭϬᵫ

Ẕ Жк˔рˮELIOS ͏˯

JUIDA ІЧЄазІЕ

ドローンからロボティクスへ、産官学共創により業界をリード

2016

1999 2013 2017

2018 2019 2020 2021 2022 2023

“кЩАЕ Жк˔рχ▀Ộ ᶈ кЩАЕʾЄІГЭ ὀ ᵓϱрТжזּ ὀϒ

2024

R&DẤ
ˮϼжϳЖЯРзГϰᾆẕ ˯ᵫ
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1. 会社概要 –③ ミッション

37

人とドローン・ロボットを繋ぐシステム開発で、スマートなまちづくりに貢献

ロボット・システムの

プラットフォーマーとして

自律分散型社会のインフラを支える
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1. 会社概要 –④ コア技術 Blue Earth Platform®（再掲）

38

プラント点検

送電線点検

ロボット巡回点検

マルチセンサ ポジショニング サーバー・アプリ プラットフォーム

Ђ˔Н˔ ЄІГЭ

ЫАФ

⌠ϯФз
センサフュージョン

ˢӡ ▄ ˣ

セルフナビゲーション

ˢꜛ и˔Е ˣ

ᵲ Ϭꜛ ᵕ βϥ
Ω и˔ЕϬ◙ꜘ

ЈрЂϬ ϙ›ϩδ
‰ σᴒ ꜛ “Ϭᴦ τ

ЈрЂχ ϬЖк˔рτ ʻ
ήϘίϘσṐ Ϭꜛ “τ► ᴦ

ЈрЂϞṐ χ ϙ›ϩδπ
ήϘίϘσЄ˔рτ ᴦ

Д˔ЌЦ˔І

›Ḛ ЄІГЭ

メーカーや機種の壁を越え、複数のドローン・ロボットの遠隔運用を統合し、

運用を標準化する独自プラットフォーム
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1. 会社概要 –⑤ 課題と提供価値（再掲）

39

τϢϥ⌠ỘBefore Жк˔рʾкЩАЕτϢϥꜛ ᴟʾ῟ ᴟAfter

膨大なコスト

σỘ τϢϥ Ὧ ϞЀІЕ

労働力不足

ῢχᾚ ρ‰ ᴟτϢϥ⅜ ʾᾼ Ӳⱱχᴿ

ノウハウ属人化
Ṫ χὋ ρỘ χНжБϺτᴿל

危険作業・重労働
Ḿᾑπ‰зІϼσᾝ πχⱧᾮϞ ←ᵲ

ドローンとIoT機器、デバイスを組み合わせ、ソリューション導入

業務の安全化、効率化、低コスト化の実現

ドローンパイロット育成

専門点検員の確保とノウハウ蓄積

独自の開発のデバイス統合プラットフォーム

複数デバイスを運航管理し、ビッグデータを
収集・分析

国内インフラ老朽化と人手不足による自動化ニーズの急拡大

当社は、複数デバイス（機体）を遠隔制御・統合管理し、点検業務を自動化・効率化
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社会を守る、未来の防災～次世代モビリティが築く、持続可能なインフラ社会～

40
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4つのソリューションを軸に、

導入コンサルから運用、人材育成、データ管理・分析まで幅広く提供

1. 会社概要 – ⑥ 事業概要

41

｜2025年度売上高構成

Жк˔рϬᶨ ΰθ ᴟᶘ

Ϟ ʺ σςχФж

рЕʺ χ ᾁσςχ

Њзв˔ЄдрϬ ằ

ЈрЂ˔Ṫ Ϭ ΰθ θ

σЊзв˔ЄдрϬ ằ

ˢЖк˔рӟᵰχЊзв˔

ЄдрϜḯϚˣ

Жк˔рχ▀Ộᶨ τΰΪθ

ОϱкАЕӾ Ϟʺ

Жк˔рОϱкАЕ ʾ

Д˔ЌḚ ФжАЕТ϶˔Э

Ϭ ằ

τᴥΠʺ ᾁʺ ← χ
Жк˔р Υ βϥЖ
к˔рЪ˔Еχ ằ

点検ソリューション 教育ソリューションポートソリューション ネクストソリューション

55% 24% 19% 2%
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1. 会社概要 – ⑦ 提供ソリューション｜点検

42

デバイスやセンサなどを組み合わせBEPで制御・統合管理

対象施設やデータ取得に最適化した点検ソリューションを開発・展開

プラント・工場施設の屋内点検

弛みのある送電線やケーブルを自動点検 ロボット巡回で設備や機器を自動点検

データ管理

パイロット

AI分析

外部システ
ム

ドローン

センサ

ロボッ
ト

AGV

点検ソリューション
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1. 会社概要 – ⑦ 提供ソリューション｜送電線点検

43

GPSだけでは自動飛行点検できない送電線のたわみにも、

独自センサ搭載で高精度に自動飛行点検、データ取得

① 従来の送電線ドローン点検の課題

② 独自のセンシング技術とアプリを開発

σςπ χἹ
Υ ᴟβϥθϛʺⱧ
τ “и˔ЕΥ
πΦσΜ

Ṑ Υ τựξΦᵃ
Χϥρʺꜗᵦχֲốπ
ӗ “πΦσΜ

θϩϙχΚϥ Ϭ
зϯиЌϱЭτᾁ ΰ

“πΦσΜ

専用アプリ対象物
検知センサ

機体制御 カメラ
ジンバル制御

｜送電線点検

点検ソリューション
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1. 会社概要 – ⑦ 提供ソリューション｜プラント屋内・巡回点検

44

GPSが届かない屋内環境でも特殊センサで安定飛行、データ取得

異機種・複数デバイス連携による施設全体の情報デジタル化も可能

GPSḕẽᴞπψԁ σЖк˔рψ “ ᴦ
ЈрЂπꜛ Ὲΰννӗ “Ϭםᾝ

˶1cm χ῏₯πꜛ ᵕΰ Ϭ╖ֲ
∏ЈрЂϬ ΠϥάρπήϘίϘσД˔Ќ︡ τ ᴂ

｜プラント屋内点検 ｜巡回点検

点検ソリューション
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1. 会社概要 – ⑦ 提供ソリューション｜教育

45

数多くの企業・団体や国と連携し作成したカリキュラムをベースに、

ドローン操縦の基礎教育からソリューション特化型の応用教育まで幅広く提供

ドローン操縦の基礎から法規制への
対応まで

プラント点検、
森林測量等ソリューションに特化、
法人教育にも高いニーズ

ṁ ễӾ ᴂ ễӾ

Њзв˔Єдр ᴟἷχЖк˔рễӾ„ Ϭ
ΰΪτ ằʻᶆЊзв˔ЄдрΰΪχễӾФ
кϽжЭ⌠ ʺ„ ʺОϱкАЕḚ ЄІГЭ
σςԁḤΰθễӾОАϾ˔ЅϬ ằʻᾝ∕ʺ
ʺ ︣ Ϻазϯʺ ☼ ЮрГЗр

Іᵓּז τ ằ ʻϘθʺṐ Жк˔р
Ṫיּ ʾ֫ χ֫ Ϭ2025 ϢϤᵫ◐

日本全国の
パイロット プラットフォーム

Жк˔р כ◦“ Ђ˔РˮSORAPASS˯
Ϭʺ 7 χSORAPASSɔ ԌˢϯϸϳрЕ
יּ ˣτΰΪοʺЂ˔РІ ằʻ “Ứ♁Ỹӽ͢
͖ͥʺṓ χ ӃϞ “ ЂЪ˔ЕʺЖ
к˔рйрЌиʺ ᾑσςχ ʺОϱкАЕʾ
Ṑ ʾ ם“ χḚ σςʺЖк˔р “τ
σЂ˔РІϬ ằ

教育ソリューション

JUIDAρ ὀΰοʺЖк˔р χṁ ễӾϬ
ằʻОϱкАЕχễӾ ʺṪ йЦиʺ

ם“ σςχД˔ЌϬ τḚ βϥθϛʺО
ϱкАЕḚ ЄІГЭϬJUIDAϒ ằ ʻ
JUIDA Іϼ˔иϬ187  ᵫΰʺ3 ӟ
τ Ṫ ʺӗ ֫‚Ḛ יּ Ϭ
“ↄϙˢ2025 12Ὦ ᾝ∕ˣ
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1. 会社概要 – ⑦ 提供ソリューション｜ドローンポート（物流、警報、点検、監視等）

46

2016年より国土交通省や東京大学と共同研究を進めている

ドローンポートシステムを軸に、ドローンの社会実装を推進

202320202017 2019 2021 2022 2024201６

ドローンポート
情報管理システム（VIS）

ドローン運航管理システム 災害用可搬式ドローンポート 災害時広報ドローンポート 次世代モビリティ連携ドローンポート×配送システム

ЯРзГϰ ὀ ЯРзГϰ ὀ←ᵲⱲКАЕм˔ϼ 

政府研究開発プロジェクト
SBIR※に参加（2027年3月まで）

ISO5491
正式採択・発行

2023年6月には、世界初となる物流用ドローンポート設備要件の国際標準規格化を実現

ブルーイノベーションを含む日本の提案が採択
（ISO/TC20/SC16 南京総会）

ISOの新規プロジェクトとして、
プルイノベーションをチェアマンとし
取り組み開始

世界7か国（フランス、アメリカ、ドイツ、イギリス、
日本、韓国、中国）、総勢28名のエキスパート（各
国の官公庁、業界団体、関連企業など）による10回
以上の会議を経て規格内容を精査

˛ドローンポートシステム

ポートソリューション

̞ ˮ SBIR˯ψSmall Business Innovation Research χ ʻSBIR ψʺІЌ˔ЕϯАФ τϢϥᾆẕᵫ Ϭ ΰʺ
ζχ ᴮϬדᶪτּזᵓם ΰʺζϦτϢμοᵈΥ⁯χϱЛЦ˔Єдр Ϭ βϥθϛχ ʻ₈ᵕχФкЅϴϼЕψʺὊↄ▀Ộ ΥḚ βϥSBIRⱧỘ“יִʺ
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499 747 954 1,101 1,198 1,302 1,413 461 
484 

527 
602 663 724 775 

24 
21 

30 
51 

163 
469 

878 

657 

778 

904 

1,035 

1,193 

1,388 

1,619 

868 

1,051 

1,215 

1,393 

1,633 

1,933 

2,281 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026 FY2027 FY2028

1. 会社概要 – ⑧ ドローン市場

47

高い成長率を誇るドローン市場。中でも点検分野は2022年から2028年にかけて

1,486億円の市場規模（246%成長）増加が見込まれ、市場の成長を大きく牽引

∞ֹ+ⱦ

物流
分野
農業
分野

その他
分野

CAGR ドローン市場全体

点検分野

18.6％
23.0％ Ṑ

サ
ー
ビ
ス

Ђ

Р
І

3,

3,854

4,684
5,490

6,396

7,635

9,054

2,088 点検分野

1,820

1,545
1,306

1,053
774602

̞ ʿϱрФйІ ›ᾆẕ ˮЖк˔рРЅКІ ₰ ⁮ 2024˯ϬᴥῬΰο ⌠Υזּ
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2. ハイライト –① 特殊環境、高い技術力、強固な協力体制という点検市場のユニークなポジショニング（再掲）

48

独自のセンシング技術による、
特殊環境下でのドローン飛行

χЈрЂТв˔Ѕдр̞͍τϢϤʺ GPSḕẽ̞͎Ϟʺ
GPSχϙπψ “ Υ Μ ḕẽπχЖк˔р “τếϙ

Жк˔рʺAGVʺкЩАЕ ρὌΥϥЊТЕϳϴϯϬᵫ ʾ ằ
JUIDA̞͏ρ ὀΰʺ ⁯10 ӟ χОϱкАЕКАЕм˔ϼϬ ᵫ

ソフト
ウェア

非GPS環境 or・and 特殊環境

GPS環境

ハード
ウェア

競合他社群

競合他社群

全国のパイロットネットワーク
（同時に数十箇所の複数拠点の運用可能）

１デバイス
（ドローンメーカー）

競合他社群

複数デバイス
（ドローン、AGV、ロボット、センサ）

自社パイロット中心
（同時運用は数ヵ所程度）

多様なニーズに応える
デバイスフリー＆パイロットネットワーク

̞͍ χӰσϥЈрЂΤϣ ϣϦϥ Ϭ ϙ›ϩδοʺϢϤ ᶎσ Ϟ σ ệ ӃϬβϥṪ
̞͎ Ệ ᴞϞע σςχGPSʾGNSSД˔ЌΥ︡ πΦσΜḕẽ
̞͏ ԁ זּ UAS▀Ộ ọẸṳᵓˢJapan UAS Industrial Development Association ˣχ ʻ χ ‚ἋṐϬḯϚⱳ ӱ ЄІГЭ▀Ộχ ọϬ τ2014 7Ὦ

施設環境を選ばない技術とネットワークで、ユニークな業界内ポジショニングを確立

社会実装を通じて蓄積した運用ノウハウが、当社の競争優位性の源泉
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2. ハイライト –① 特殊環境、高い技術力、強固な協力体制という点検市場のユニークなポジショニング

49

自社開発の独自技術（クローズ）を、各種ハードウェアメーカーや、システム開発者、

サービスプロバイダに対して、API連携（オープン）することで、サービスの機能拡充と領域拡大を推進

橋梁点検関連

橋梁の損傷状態調査システム
‹ʿ 6203569

管路内点検関連

管路内壁の調査装置
‹ʿ 6783303ʺ7019010

ドローンポート関連

飛行管理システム
‹ʿ 7130210

送電線点検関連

設備点検システム
‹ʿ 7044293

自律飛行プログラム
ḻ ‹ʿ2023-018003

自己位置推定関連

自己位置特定方法
‹ʿ7521761

デバイス複数制御関連
飛行体の飛行管理システム

‹ʿ6602877ʺ6931504

飛行管理関連

飛行体の安全管理システム
‹ʿ6713134

機体・ユーザー管理関連
飛行体の安全管理システム

‹ʿ6504481

ジンバル制御関連
姿勢制御装置

‹ʿ 6455838

移動体システム、自律移動方法、
自律移動プログラム
ḻ ‹ʿ 2023-119264

特許出願中・登録済の自社開発技術

｜プラント屋内点検

｜送電線点検

˛ドローンポートシステム
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2. ハイライト –① 特殊環境、高い技術力、強固な協力体制という点検市場のユニークなポジショニング
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屋内点検に適したスイスのFlyability 社と国内唯一の正規代理店契約を結び

「ELIOSシリーズ」を活用した点検ソリューションを提供

ELIOSシリーズ最新
機種「ELIOS ３」

Å GPSḕẽᴞχᴒ Ἃḧσςχ “ τ ϦθЖк˔р

Å 2018 τ τΣΪϥ Ἰ Ϭ Ὣʺ                              

ᴒ Ἃḧτ ᴟΰθ ᾁЊзв˔Єдрχ ằϬᵫ◐

Å ʺ ʾᴲ ʾᾖ◓ ʺ ᴟᶘʺᴞ χᴒ

☼ Ϭ τʺ 320ӟ χᾝ χם

過酷環境下での自動飛行

‰Ṡ ρ‰Μ ʾ τϢϤʺ
Ӛ Ϟᵃ⁵σḕẽπϜӗ ꜛ “Ϭםᾝ

高精度な3D計測

‰ ЈрЂ˔τϢϤʺ Ϭ‰ ⇔τ
╣ⱳᾕπ Πʺ ᾁỘ χ‰ ᴟτṄ

高い拡張性

ᶆ ЈрЂ˔ṐṀχ ∏Υᴦ πʺ
σ Ϟᾝ И˔Їτ τ ᴂ
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2. ハイライト –② 教育ノウハウの蓄積による教育×点検の相乗効果

51

国内有数のドローンコンソーシアムであるJUIDAと

ドローンパイロット育成体系を構築し、豊富な教育アセットを保有

教育実行機関
ˢJUIDA  σςˣ

パイロット

ϸзϺвжЭḗ

Ⱨ ộְ֫

PLTḚ
ЄІГЭ ằ

ễӾẸỘ

ễӾ

жϱЈрІ “

„

„

北海道

8校

東北

30校

関東

55校

中部

33校

近畿

25校

中国・四国

19校

九州・沖縄

17校

̞ JUIDA῝ᵫⱢ ϢϤ ˢ2025 12Ὦ ᾝ∕ˣ

Жк˔рІϼ˔и 187校
※

Ṫ 33,531名
※

ӗ ֫‚Ḛ יּ 28,188名
※

ᵓԌḚ ЄІГЭг˔
Ѓ˔ ˢJUIDAᵓԌ ) 25,238

※

2014

12

2015

12

2016

12

2017

12

2018

12

2019

12

2020

12

2021

12

2022

12

2023

12

2024

12

2025

12
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2. ハイライト –② 教育ノウハウの蓄積による教育×点検の相乗効果

52

日本全国のパイロットプラットフォーム運営により、パイロット情報を蓄積

“ϵзϯᾁ┤Τϣ ᾑᴥ ʺТжϱЕкϽḚ Ϙπʺ

Жк˔р֫ τ σṐ Ϭ ΰθЖк˔рОϱкАЕ◦כФжАЕТ϶˔Э

ü “Ứ♁ỸӽMAP ü “ Ⱡ⌠ ʾД˔ЌḚ
ˮBLUE SKY˯

ü “ ЂЪ˔Е ü Жк˔р ᾑˮSORAPASS care˯

ζχ ʺЖк˔рйрЌиЂ˔РІʺϯЫЎвϯ ︡ ЂЪ˔Еʺ
ṓ Ђ˔РІσς

˛SORAPASSɔ Ԍ ˢ ˣ

約7万人

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
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2. ハイライト –② 教育ノウハウの蓄積による教育×点検の相乗効果

53

点検ソリューションにおいて、一気通貫のサービス提供サイクルを構築

̞͍ ОϱкАЕӾ τΣΪϥBEPг˔Ѓ˔ ˢJUIDAОϱкАЕ ʺᴂ ễӾʺSORAPASS יּ ʺSORAPASS care יּ ˣχ2025 12Ὦ Ⱳ χ ὓ
̞͎ 2023 Ⱳ ʺ ʿ ṓⱧỘ ›ᵓШ˔ЭЧ˔Ѕ ὓ

Ф
ж
р
Е

ꜛ

ᵕ

ᾁ

ОϱкАЕӾ

Д˔ЌḚ ФжАЕТ϶˔Э

点検の需要拡大・普及に伴い
人材ニーズが継続的に発生

取得データの管理・分析で
予兆保全ニーズも発生

専門スキル保有スタッフ
を育成・輩出

（例） 主な一般電気事業者の国内電力施設※２

送電線 104,104km

火力発電所 120ヵ所

水力発電所 1,200ヵ所

原子力発電所 12ヵ所

変電所 7,115ヵ所

BEPユーザー数（個人）

115,927名※１
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2. ハイライト –③ ソリューションにつながる強固なパートナーシップ

54

ϹϱЖжϱр ӛʺ☼├ ᾠ

国・自治体

⁯ ῖ
Ὂↄ▀Ộ
σς

研究開発
パートナー

︣ ᵓּז
σς

ハードウェア
パートナー

Flyability
ꜛ ˔Ю˔ϸכּ

σς

ϹϱЖжϱрʺ⁯∑ ᴟτΰΪθ︡Ϥ ϙ ễӾϸзϺвжЭᵫ ʺ ∙Ӿ πẸỘ

ϱрТжḼỘρⱧỘᴿ χẶ ᵔὨ Њзв˔Єдрτ ᴟΰθ ṛДНϱІρ ὀ

ᶘễ
‚ἋỘᵦ יּ꜡

σς

市場創出、サービス投入

法規制対応

技術

人材育成
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2. ハイライト –③ ソリューションにつながる強固なパートナーシップ|個別ソリューション連携（点検）※

55

政府の下水道点検への取組みの動きを受けて、パートナーとのアライアンスを積極的に推進

フソウ ブルーイノベーション

ÅELIOS 3τϢϥḚ 3D ᾁṪ

ÅBEPτϢϥД˔ЌФжАЕТ϶˔Э

実環境下での下水道点検に対応した

新たなソリューションを共同検証
Å ӗ τ῟ τḚ Ϭ “ʾֳ ︡ ΰʺ3DЫАСрϽτϢϥ 

Ӄʾ ᴟ Ϭᴦ τ

Å ᴞ ☼ χ3DЯДиᴟЂ˔РІϬЦ˔Іτʺ3D ◕ЯДи
ʻBEPρχ ὀτϢϤʺ ДНϱІקᶖ ⌠ʾ╖ֲʾᵔ Ϭ

мрІЕАФπ“ΞЄІГЭᴟϒᶈ ʺ ◕DXϒ‟ᾅ

NTTイードローン ブルーイノベーション

NTT Ͻи˔Фχ ӽ
֫ ʺNTTϱ˔Жк˔р
χ ⁯ ᵫ ʺAIᵔ Ṫ

老朽化する下水道管路の

スマート点検を共同で推進

Å ʾӚ ʾ ḕẽπϜӗ “ʾ3Dᴦ♪ᴟʾAIᵔ Ϙπԁ
Ḥ ằΰʺӗ ρ῟ Ϭ

Å ᵓϱрТжזּ ᾁχ ᴟρ‰ ᴟϬ ⁯ṛ π◦כΰʺꜛⱵ
ϞϱрТжⱧỘּיχӲⱱḚ ᴻὖᾚτ‟ᾅ

Å ϱрТжⱧỘτΣΪϥ☼
Ῥʾ֫ χם

ÅBIM/CIM ᵔ

ÅELIOS 3τϢϥḚ 3D ᾁṪ

ÅBEPτϢϥД˔ЌФжАЕТ϶˔Э

アライアンス進捗：2件の点検を実施
Å Ḛ 3DЯДиᴟʾ ᴟ χꜛ ᵔ ᾁ
Å Ḛ ЄІГЭρχ ὀτϢϥ ᾁ῟ ᴟϬᶎ
ḕẽᴞπχELIOS͏χם ʾ™ᾝ Ϭ ᴣΰʺỘ ם τΰΪθᾁ
Ϭᵫ◐ʻ₈ῇʺᴞ ᾁỘ ϒχ ᶈ Ϭ♪ τ ὀϬếᴟ

アライアンス進捗：共同イベントの開催
Å Ặ℗ϳϴРЗ˔Ϭᵫ℗ˢꜛⱵ ʾϱрТжⱧỘּיΥ ╥ᴥˣ
̰Г˔ЫˮЖк˔рπ ϩϥᴞ ᾁχ ˯

Å Ẹ ϱЦрЕם☼ˮELIOS 3ᶨ Ϙϥ ΤϤϱЦрЕ˯
̰Ặ πᵫ℗ΰʺ„םΣϢόДЯрІЕй˔ЄдрϬם☼

AIᵔ ὀτϢϥ ᾁ῟ ᴟχ︡Ϥ ϙϬ ᵒ

̞53Ч˔ЅπꜘΰθО˔ЕЗ˔χΞκʺᴞ ʾϱрТж ӽτΣΪϥ ὀⱧ
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2. ハイライト –③ ソリューションにつながる強固なパートナーシップ|社会インフラ共創※

56

公共インフラ・エネルギー・環境分野における新たな産業モデルの共創を目指す

公共インフラ点検の効率化・高度化

Å ΜπΚχ ᾋρКАЕм˔ϼʺ
χЖк˔р˗Д˔ЌФжАЕזּ
Т϶˔ЭϬ ›ΰʺ ᾁχ῟
ᴟʾ‰ ᴟϬ

ドローンポートを活用した遠隔監視・点検

Å ⁯∑ τ ẤΰθЖк˔рЪ˔
ЕρBEPϬᶨ ΰʺ Ⱳʾ←ᵲⱲ
χ σ ᾁ Ϭ 

水域・空域・陸域を統合した自動点検システム

Å ΜπΚχ ←ʾḕẽ ᾋρ χזּ ›
ῈṪ Ϭ ϙ›ϩδʺⱱ σּזᵓ

ϱрТжӲⱱḚ Ϭםᾝ

いであ ブルーイノベーション東証スタンダード：9768 東証グロース：5597

Å 環境・防災・社会基盤に強い総合コンサル

Å 公共インフラの点検・調査・設計に豊富な実績

Å 官公庁・自治体とのネットワークと高い信頼性

Å ドローン・ロボティクスの社会実装を推進

Å 自社開発 Blue Earth Platform® (BEP)

Å 国際標準（ISO5491）対応のドローンポート

資本業務提携

公共インフラ点検ソリューション、防災・監視向けポートソリューションの共創

̞53Ч˔ЅπꜘΰθО˔ЕЗ˔χΞκʺּזᵓϱрТж ӽτΣΪϥ ὀếᴟⱧ
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2. ハイライト –③ ソリューションにつながる強固なパートナーシップ

57

þ ᶷḀḫᶹḳ ᶍ ᶆ ᶊטּ ꞌ

᷈ḻ᷊ḳᵪᶨᶷḀḫᶹḳ ᶍḅḲḭᴻ᷿ḯḻ ᴲ
◖ ᴴ᷊ḥᴻḐᶝᶆ╗ ᶆ

þ ᶍ ᵫᴲ ᶊ 10ḽ ᴴ ╓∙ ᵪᶨ נּ

ă ╢ᵩᶧᶒ ֩ ╢ᴴᶷḳḘᶹḐ֪ᶍ ᴳ ᶎ ᶝᵹ
ă  2021 ᶊ ᶱ ᶂᵾᵾᶠᴲ022 ᶎ ᶱ ᴳ ᶎᴲ ᶡᵡᶩ ╢ ᶎ ᶆ

þ ╢ ᶍ ┌ă

37
48 50

69 65 69 71 68

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

ăׄ
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2. ハイライト –④ PoCから本格運用まで一気通貫のサービス提供及び多様な収益モデル（再掲）

58

ストック型ビジネスへの収益構造転換

ІЕАϼ χ׃ ϙ ΫτϢϤʺ χӗ׃ ρ™ᾝ Ϭΰ

フロー型モデル ストック型モデル

トライアル導入・導入講習

実証実験（PoC）

ソリューション開発

Ṍ ЄІГЭπχЕжϱϯи ᵫ

τᴂαο ṛЈрЂϞ
ЄІГЭϬᵫ 保守メンテナンス

社員教育

ПϯзрϽῇχ Ὧ ṰϬὊ
οᾝ πχם ʻ☼םᾓϬם
ὫᴮτϢϤДНϱІϞϯФз

運用・サポート

データ管理・分析

導入コンサルティング
ПϯзрϽΤϣ Ὧ Ṱʺᾝ ₰τṁξΨДНϱІϞϯФз ʺ

ФкЅϴϼЕ “Ḛ σςʺ ὓᵊχὨ Ϙπ◦כ

BEPパッケージ

本格導入

自社運用開始

運用サービス パイロット派遣
Тк˔ἷ̠ІЕАϼἷϒӱ“

単発のPoC案件から脱却し、BEPを中核とした
「継続的・高利益率のストック型ビジネス」へ収益構造を転換
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2. ハイライト –④ PoCから本格運用まで一気通貫のサービス提供及び多様な収益モデル

59

ドローン・ロボットにBEPを接続し、BEPパッケージを提供

М˔ЖʺДНϱІρBEPϬ ὀ
ハードウェアメーカー
デバイスメーカー

BEPパッケージの販売代理店

ハード、ソフト、
運用サービスの提供

顧 客
˷

ハード提供

仕入対価

ハード、ソフト提供 ハード、ソフト購入

ハード、ソフト、運用
サービスの購入
または月額利用料

ハード、ソフト提供

ハード、ソフト購入
または月額利用料

ḗᴻḑᴲḅḝḐᴲ᷊ᴻḛḁᶍ ᶫ ᶍ ᶫ

点検ソリューション

教育ソリューション

ボートソリューション

ネクストソリューション
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2. ハイライト –④ PoCから本格運用まで一気通貫のサービス提供及び多様な収益モデル

60

BEPによるパイロット管理システムおよびその運営サービスをJUIDA等の法人に提供

基礎教育（BtoB） ※パイロット管理システム含む 応用教育（BtoB）

ễӾם“Ṑḩ

ˢJUIDA  σςˣ

パイロット

ʾᵓԌḚ Ộ
Ӧ
ʾЄІГЭ

ʾᵓԌḚ Ộ ※

ЂЪ˵Е
ʾОϱкАЕḚ
ЄІГЭ※ ằ

жϱЈрІ
“

ϸзϺвжЭʾ
ГϺІЕ ằ

жϱЈрІ
ằ

ϸзϺвжЭʾ
ГϺІЕ

„
ằ

„

JUIDAжϱЈрІ “

“  ˢJUIDAжϱЈрІχϙˣ

Ḃ῝ Ԍ

ᾁԌʺ Ԍ

ОϱкАЕ
Ḛ ЄІГЭ※

ằ

ЄІГЭ

Ḃ῝ ʺỘᵦ

ḧḼỘʺ

ϸзϺвжЭ
Ặ ᵫ

„ ằ

„

̞ ᵓԌḚ Ộ ʺОϱкАЕḚ ЄІГЭψʺὮᶛ Υṁ ˢІЕАϼἷˣ

システム、サービス等の流れ 費用の流れ

点検ソリューション

教育ソリューション

ポートソリューション

ネクストソリューション
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2. ハイライト –④ PoCから本格運用まで一気通貫のサービス提供及び多様な収益モデル

61

フロー型サービスで顧客開拓しストック型サービスにも繋げていくことで、

継続的収益の拡大を目指す

収益拡大戦略イメージ 収益拡大イメージ

ストック型
売上増

ФкЅϴϼЕχ
σם “

フロー型
売上増

ṛ᾽ẁᶍ
Ṍ ᾽ẁ
     χᴥ

Њзв˔Єдр
ᵫ ᴥ

Ɫχ
ᶈ

ӗ
ϺаАЄв

ᴥ

ṁ׃ χ
ếᴟ

ṛ Ṍ

֫ ʾЂЪ˔ЕPoCʾЊзв˔Єдрᵫ

フロー型売上 ストック型売上

ストック型売上の
拡大を目指す

ӛὯA

ӛὯB

ӛὯC

ӛὯD

(Ⱳḧ)

(ӛὯ ẉό ṛ )

֫ ʾЂЪ˔ЕPoCʾЊзв˔Єдрᵫ

֫ ʾЂЪ˔ЕPoCʾЊзв˔Єдрᵫ

֫ ʾЂЪ˔ЕPoCʾЊзв˔Єдрᵫ

2020年 新規   62百万円｜既存 306百万円 123百万円

2021年 新規 235百万円｜既存 324百万円 165百万円

2022年 新規 183百万円｜既存 479百万円 245百万円

2023年 新規 150百万円｜既存 806百万円 307百万円

2024年 新規 141百万円｜既存 764百万円 319百万円

2025年 新規 249百万円｜既存 571百万円 232百万円
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2. ハイライト –⑤ 成長戦略│機能の拡大

62

Step.1｜

手動操縦（BEP非接続）
︣τϢϤם☼ΰοΜθỘ τ ΰʺЖк˔рϬקᶖʺ
♪ π︣ ΰο βϥЊзв˔Єдр

Step.2｜

BEP接続（デバイス単体）
Жк˔рʺкЩАЕΥBEPτὌΥϤʺ ♪ᵰπ︣ ρꜛ
Ϭ ΰσΥϣ ᾁΰʺ︡ Д˔ЌϬϼжϳЖ πᵔ ΰ
οʺζχὫᴮϬ ằβϥЊзв˔Єдр

Step.3｜

BEP接続（複数機種、複数台）
χЖк˔рʺкЩАЕΥBEPτὌΥϤʺ ♪ᵰτΣΜ

ο ꜛ π ΦʺЬАЄдрϬ βϥЊзв˔Єдр

大きく4つの段階に分けて順に開発し、サービス提供を拡大。BEPの機能段階にあわせてデバイス、アプリ等の提供
サービスのメニューが増え、1顧客に対するアップセル、クロスセルが拡大し、顧客単価が向上する

手動でドローン等を動かす
Standalone solutions

単体のドローンやロボット等が
BEPと接続する
Connected solutions

ドローンやロボットの複数機種、
複数台がBEPと接続
Integrated solutions

データ管理

パイロット

AI分析

外部システム

ドローン

センサ

ロボット

AGV

Step4｜

BEPに接続されたドローンや
ロボットが自律移動
ІЫ˔ЕЄГϰ χϱрТж
ρΰοʺ οχꜛ ӱ к
ЩАЕψʺBEP π ϣϦθ
Ἃḧ ϬзϯиЌϱЭπ︡
πΦʺⱲˑ⁭ˑρ ᴟβϥ
Ω σӱ и˔ЕΥ ằήϦʺ
ꜛ τӱ ΰЬАЄдрϬ
βϥЊзв˔Єдр

BEPに接続されたドローンやロボット等が
自律して動く Network -based solutions 

̞2026ψʺϘγṌ ⱧỘχ™ᾝ ρ ׃ Ϭ ο βάρτ ΰϘβʻ
Ч˔ЅτṜ∏χ ψʺζχ τΚϥ ṍχⱧỘṐᵓΣϢόṪ τᾋ ΰ ϥ ӤϬ τꜘΰθϜχπβʻ
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2. ハイライト –⑤ 成長戦略│業界内の横展開

63

業界内での横展開

ア
ッ
プ
セ
ル
・
ク
ロ
ス
セ
ル
で
の
売
上
拡
大

Жк˔р

AGV

кЩАЕ

ЈрЂ

ᵰ ЄІГЭ ὀ

ОϱкАЕ ὀ

Д˔ЌḚ

AIᵔ

A社 B社 C社 D社 E社 F社

ˢ ψϱЮ˔Ѕˣ

電力会社をはじめ、同業界に属する企業は設備等が類似しているため、ソリューションの横展開が可能

また、他業界においても横展開と機能拡大を並行して行うことで受注拡大を目指す

国内電力業界への当社ソリューション導入状況 アップセル・クロスセルおよび横展開で受注を拡大

ᵓּזA 本サービス POC ᴻ

ᵓּזB POC ᴻ POC

ᵓּזC 本サービス 本サービス POC

ᵓּזD 本サービス ᴻ POC

ᵓּזE POC トライアルサービス ᴻ

ᵓּזF 本サービス ᴻ POC

ᵓּזG POC ᴻ ᴻ

ᵓּזH 本サービス ᴻ ᴻ

ᵓּזI 本サービス POC ᴻ

ᵓּזJ POC POC ᴻ

ᵓּזK 本サービス 本サービス トライアルサービス

̞2026ψʺϘγṌ ⱧỘχ™ᾝ ρ ׃ Ϭ ο βάρτ ΰϘβʻ
Ч˔ЅτṜ∏χ ψʺζχ τΚϥ ṍχⱧỘṐᵓΣϢόṪ τᾋ ΰ ϥ ӤϬ τꜘΰθϜχπβʻ
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2. ハイライト –⑤ 成長戦略│中期戦略方針

64

ドローンを活用したサービスを提供することで、
ドローンの社会実装（普及・拡大）をけん引し、
市場創造に努める

約10万人の
パイロットネットワーク

当社の強みを活かしたドローンを活用したサービスを提供

営業利益
黒字化

2027年12月期までに

当社の強み

JUIDA連携等による
全国のパイロットネットワーク形成

ФжрЕ ᾁ ᾁ

特殊環境下での
ソリューション開発提供の強み

Step.2｜Connected solutions

単体のドローンやロボット等が

BEPと接続する

̞2026ψʺϘγṌ ⱧỘχ™ᾝ ρ ׃ Ϭ ο βάρτ ΰϘβʻ
Ч˔ЅτṜ∏χ ψʺζχ τΚϥ ṍχⱧỘṐᵓΣϢόṪ τᾋ ΰ ϥ ӤϬ τꜘΰθϜχπβʻ
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2. ハイライト –⑤ 成長戦略│長期戦略の方向性

65

⁯ФкˢSBIRˣτΣΪϥ⁯▀Жк˔рЪ˔Еχ
ᵫ Υ ϚάρτϢϤʺ
⁯τ⁯▀Жк˔рЪ˔ЕΥ ẉʾᶈ

３～５年後には
ドローンポートを活用したサービスが
ドローンビジネスの鍵となる

事業環境

当社の強み

ドローンポートの普及による更なる事業の拡大に加え、技術進化
（自動化）による省人化が進むことで、サービス運用コストが低減
され、収益性が改善。売上成長と共に利益率の向上を実現

複数デバイスとの
連携による柔軟性
（一対多運航）

ドローンポートのISO規格化

ドローンポートの
ISO規格化に議長として参画

組み込み技術や
クラウドとの組み合わせ技術により

サービスの拡張性が高い

Step.3｜Integrated solutions

ドローンやロボットの複数機種、

複数台がBEPと接続

̞2026ψʺϘγṌ ⱧỘχ™ᾝ ρ ׃ Ϭ ο βάρτ ΰϘβʻ
Ч˔ЅτṜ∏χ ψʺζχ τΚϥ ṍχⱧỘṐᵓΣϢόṪ τᾋ ΰ ϥ ӤϬ τꜘΰθϜχπβʻ
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2. ハイライト –⑤ 成長戦略│売上・営業利益の拡大

66

ドローンのサービスの拡大 により、さらなる成長フェーズへ

検証・導入フェーズ 社会実装フェーズ 自動化フェーズ

現在（2024年12月期） 中期（2027年12月期） 長期（2030年12月期）

ニーズを捉えた実証実験・
受託開発・BEPパッケージ
（機材・ソフトウェア）
販売が中心

BEPパッケージを活用
したサービス提供を行い、
社会実装を加速

ドローン活用が様々な業界
に浸透し、ドローンポート
を活用し自動化・省人化を
加速し、収益拡大

‰ψ約12億円
ְỘ ψ赤字׃

םᵓזּ ᴥ π売上拡大
ְỘ ψ黒字転換ϒ׃

利益率改善Ϭ Ξ ᶈ
ְỘ ψ数億円規模τ׃

外部環境 –国策の動き「空の産業革命に向けたロードマップ2024」より

Å 2024 ˙ʿᴱ ʾЍЭʾ₳ ʾ ʾ ʾ  χЖк˔р ♪ʾ ᾁϞʺὺ ᵰ ϜḯϚ施設点検のガイドライン等の整備・拡充・周知
Å 2024 ˙ʿˮ ‰ ӗיּ☼ם ˯χᶨ τϢϤʺプラント等の自主点検、手続き簡素化等の拡大
Å 2024˙2033 ʿᴱ Ἃ100km(2027)˙1万km(2033) ʺ Ἃ1 km(2027)˙4万km(2033年)χ飛行空間を構築
Å 2024 ˙ʿ ᾁʾ ʾ ʾᴱ χ ♪ ᾁ И˔Їτ ᴂΰθʺṐ ʾポート・関連システム等の技術開発・実証支援
Å 2025 ˙ʿ多数機同時運航実現τΰΪθᾁ
Å 2024 ˙ʿˮ ←ṁ ὓᵊ˯τṁξΦʺ安全運航の確保やドローン配備を推進

売上高

営業利益

̞2026ψʺϘγṌ ⱧỘχ™ᾝ ρ ׃ Ϭ ο βάρτ ΰϘβʻ
Ч˔ЅτṜ∏χ ψʺζχ τΚϥ ṍχⱧỘṐᵓΣϢόṪ τᾋ ΰ ϥ ӤϬ τꜘΰθϜχπβʻ
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2. ハイライト –⑤ 成長戦略│領域の拡大│点検ソリューション

67

橋梁、水管橋および上下水道点検の「課題とニーズ」

ʾ☼ χ‰Ὂ ᴟτϢϤ ᾁ Υ ᴥ
ʾ ᾁ ψ ︣Υ ʺ‰ ᴟτ ΜЀІЕϜ ᴥ
ʾỆ ᴞψGPSΥ ϣσΜ ›Υ Ψʺ χЖк˔рṪ πψ ΰΜ

当社のセンシング技術でリアルタイムなドローン点検が可能に

ꜛᾪӡ зϯиЌϱЭ
ֳ ꜡

ᵕ ꜛ “

̞͍ Ệ ᾁτḩϩϥ Ẩ ʾỆ χ ₰ЄІГЭ˜ ‹ʿ6203569ʺ ḻ ʿBIʺ ᾆẕЈрЌ˔
ʾḚ χ ₰ ˜ ‹ʿ6783303ʺ ḻ ʿBIʺ Ѐр
ʾḚ χ ₰ ΣϢόЀрСв˔ЌФкϽжЭ˜ ‹ʿ7019010ʺ ḻ ʿBIʺ Ѐр

̞͎ ʿ⁯ ῖ ˮ ὓ 2022 Ệ χᾝệ ˢhttps://www.mlit.go.jp/road/ir/ir -data/tokei -nen/2022/nenpo03.html ˣ˯2020 ͏Ὦ Ⱳ
̞͏ ʿῡ ˮ ḚỆ Ϭ Ϊθ₈ῇχ☼ χӲⱱḚ τνΜοˢhttps:// www.mlit.go.jp /common/ 830005337.pdfˣ˯2021 3Ὦ Ⱳ
̞͐ ʿ⁯ ῖ ˮᴞ χӲⱱḚ  ˢhttps:// www.mlit.go.jp / mizukokudo /sewerage/ crd_sewerage_tk_000135.htmlˣ˯2023 3Ὦ Ⱳ

̛ТЊϳρχ ḚỆ ᾁχ ◓

当社技術の強み※１が活きる、GPSが入らない橋梁下、上下水道等の特殊環境

【国内の橋梁および水管橋等の数、下水道管渠の総延長】

橋梁 175,828ヵ所※２ 水管橋等 146,317ヵ所※３

点検ソリューション

̛ELIOS͏τϢϥᴞ ᾁ

下水道管渠の総延長 49万km※４
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2. ハイライト –⑤ 成長戦略│領域の拡大│点検ソリューション–老朽化する下水道管の社会問題化

68

埼玉県八潮市道路陥没事故を契機に下水道管の老朽化が社会問題化

屋内点検用球体ドローン「ELIOS 3」を活用して安全・効率的な下水管内調査を実施

ˮELIOS 3˯τϢϥᴞ ᾁχϱЮ˔Ѕρꜛ ︡ ήϦθ3DЫАФˢ̞ ᾝ Ⱨ ˣ ₰ χ ◓

Å ԁ זּ UAS▀Ộ ọẸṳᵓˢJUIDAˣχẸ Ϭ Ϊʺ2Ὦ5 ʺ≥Ờᾉ ◕ Ḫ Ⱨᾮᾝ
τΣΜοʺᴒ ᾁ Ẕ Жк˔рˮELIOS 3˯Ϭᶨ ΰθᴞ Ḛ ₰Ϭם☼

Å ₰πψʺGPS ‹Υ ΤσΜḕẽπϜӗ ΰο “ᴦ σˮELIOS 3˯Ϭᶨ ΰʺⱧᾮᾝ χᴞ 600m
ựχЫрШ˔иΤϣᴞ Ḛ χ ệϬ ₰

Å ֳ ρρϜτзϯиЌϱЭτ ꜘήϦϥ‰ 3DЫАФτϢϤʺ ᾁӡ χ ρ ₰ χΰ ʺӗ
σ ᾁτ‟ᾅ
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2. ハイライト –⑤ 成長戦略│領域の拡大│点検ソリューション–全国下水道調査の本格始動

69

下水道管の全国調査に2024年度予算の予備費から99億円を支出
V≥Ờᾉ ◕χ Ḫ ⱧᾮϬ ὂτˮᴞ Ḛ χ ⁯ ₰˯χם☼ΥᶕṳὨ

V2026年夏までτ 5,000kmχᴞ Ḛ χ ᾁϬם☼

V “ ♪ϘθψドローンʺГйРϸЮж τϢϥ ☼ם₰

V ⁯ ₰ӟᵰχ ᴷ τνΜοψῇ Ϙπτ ₰Ϭḁ

ʿ⁯ ῖ ˮᴞ Ḛ χ ⁯ ₰χᵵ ˯

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001876917.pdf
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2. ハイライト –⑤ 成長戦略│領域の拡大│点検ソリューション–全国自治体と連携した下水道点検の拡大（再掲）

70

∫ ◕πχṪ ᾁ χ ◓ˢ₮ˣρḚẦτ βϥELIOS 3ˢ֒ˣ

Å ☼Ῥ ₰ρΰοELIOS 3を用いた下
水道管渠内調査を実施

Å ⁯χừẍ ₰ Ϭ ὂτʺДЅЌи
Ṫ χᶨ Ϭᾁ βϥ πם☼

Å 15 χ“ ḩἰּיΥ╥ᴥʺ ₵Ἃ
ḧπϜӗ “ρ3Dᴦ♪ᴟΥᴦ π
ΚϥάρϬᶎ ʻӗ ʾ῟ ʾ⌠
ỘⱲḧ ρΜμθ῟ᴮϬם

Å ᴒ ᾁ Ẕ Жк˔р「ELIOS 3」を活用し
た下水道点検技術の検証を実施

Å ᴟ Ϟ π ₰Υ₉ σḚ τΣΜ
οʺӗ ρ῟ Ϭέφ Πθ Ṫ χ
ᴦ Ϭᾁ

Å ∫ 15χꜛⱵ ḩἰּיΥ╥ᴥʺ
ӃΥ ΰΤμθױ χᶎ Ϟʺ︡ Д˔Ќ
χ3Dᴦ♪ᴟʾᵔ τϢϥם χ‰ήΥם

大阪府富田林市 奈良県奈良市

政府の下水道点検強化方針を背景に、全国26カ所で屋内点検用球体ドローン「ELIOS 3」による調査点検を拡大

複数自治体での実証を経て、2026年は横展開による案件拡大が可能な段階に

◕ ẋ  2 ῝Ặᴞ χם∑
χ ᵊ ˢ֒ˣρ 3D Д˔Ќˢ₮ˣ

栃木県野木町

Å ὺ ρẶ π栃木県野木町の管路点

検に「ELIOS 3」を導入し、Range 

Extender で地上操作を実証

Å Ӛ πϜLiDARρLEDжϱЕτϢϤ‰

3DЫАСрϽρֳ ︡ Ϭם☼

Å 120mϬ30 π ᾁḁ ΰʺ “

πӗ ʾ῟ Ϭ τΰ

ELIOS 3χ╖ֲֳ Ϭзϯ
иЌϱЭπᶎ

ELIOS 3Υ︡ ΰθД˔Ќ
ˢ₮ʿ3DЫАФʺ
֒ʿ╖ֲΰθֳ ˣ
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2. ハイライト –⑤ 成長戦略│領域の拡大│ポートソリューション

71

レベル４※の解禁にあわせ、社会実装に不可欠な自動充電などを備えた

 「ドローンポートシステム」を開発。 政府研究開発プロジェクト（SBIR）にも参加

｜ レベル４解禁で求められる自動化技術

国土交通省と共同開発

͍ʽ ˑχ Ϭ Жк˔рΥꜛ “
͎ʽӗ πᶎםσꜛ Ϟꜛ
͏ʽ ЯРзГϰρχꜛ ὀʺМУṐ
͐ʽРАϽД˔ЌχзϯиЌϱЭ ʾᵔ
͑ʽάϦϣχ֫ ʾ֫‚ϬԁᶧḚ βϥЄІГЭ

ドローンポートシステムは、新たな社会インフラへ

｜ 仙台市災害時広報ドローンポートシステム

ドローンポートのISO規格化

ポートソリューション

点検ソリューション

̞ йЦи4ρψʺ⁯ ῖ Υ ϛϥЖк˔рχ֫‚Ḛ Ὧˢ֫‚и˔иˣτΣΜοˮ ˢ יּ╣ Ἃˣπχ σΰיּ ♪ᵰ “˯χάρʻ ψйЦи3ˢ πχ
σΰיּ ♪ᵰ “ˣϘπΰΤ ϛϣϦοΜσΤμθΥʺ2022 12ὮτйЦи4ΥᵔỨήϦʺ ϞРиσς ῢΥ ΰοΜϥϵзϯσςπ Ϭיּ δγρϜʺ ♪πΦσΜ
ӤϬꜛ “ήδϥάρΥᴦ ρσμθ
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2. ハイライト –⑤ 成長戦略│領域の拡大│ポートソリューション
–社会実装が進む「BEPポート｜防災システム」（再掲）

72

防災・監視等を支える「自律型ドローン基盤（BEPポート）」として、
2026年は実証から収益化への転換フェーズ

シ ス テ ム 概 要 技 術 的 裏 付 け社 会 実 装

国際標準化（ISO5491）に準拠した

BEPポートの技術

災害発生時に自動で稼働・広報・

映像取得

日本初、実災害対応で稼働した

BEPポート｜防災システム

Å2025 7ὮʺϸЭЎаБϸ χ
ὕ Ⱳτꜛ ᴶ

Å ◕ʾ ᾉԁẋ π
ῲ Ϭם☼ˢ χⱧ ˣ

Å₈ῇʺ ⁯ꜛⱵ ϒχ ᵫϬ

ÅJϯж˔ЕρBEPΥ ΰʺЖк˔рЪ˔
ЕΤϣЖк˔рΥꜛ

Åꜛ ᵕʺꜛ ῲ ʺ ← ệχз
ϯиЌϱЭẶ

Å⁯ῖ ʾ ρχẶ ᾆẕˢ2016 ˙ˣ

Å2023 ʿISO ꜠ “ʺ2024 ϢϤ
SBIRФкЅϴϼЕ “

Jアラート連動

自動離着陸/自動巡回/自動避難広報/自動充電

データ保存サーバー

リアルタイムで
状況把握可能なUI

ᾉԁẋ χ ῲ ЄІГЭ

ISO5491
正式採択・発行

ブルーイノベーションを議長ρΰʺ
ᵦ7Τ⁯ˢ ʾ ʾ ʾֽʾ ʾḫʾ ˣχ
ᴪρṛᶊ Ϭ ₰ʻ

2023 6Ὦʺ ᵦ ρσϥ Жк˔рЪ˔Е
Ὧχ国際標準規格化を実現
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2. ハイライト –⑤成長戦略│領域の拡大│ドローンポートシステムの市場規模（防災、監視等）

⁯χ   993 

災害対応の国策拡大を追い風に、ドローンポートの社会実装と市場拡大が見込まれる

ᴱ ἋχЖк˔р‚
100km(2027 )˙1 km(2033 )

⁯χЍЭ 2,763ṁ

⁯χ  2,502 ХϼЌ˔и
ˢ⁯ χ 67%ˣ̞1

̞3

̞5

森林火災・
山間部インフラの巡視

津波避難広報

河川・ダムの巡視

港湾の監視・点検
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ライフライン強靱化（電力・通信・交通等）
デジタル・新技術の活用による高度化

防災インフラ整備・管理の強化

2. ハイライト –⑤成長戦略│領域の拡大│ 点検・ポートソリューション
–次期国土強靱化計画とインフラの点検・整備
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官民連携の強化／事業継続性確保

【ドローン活用の可能性】
Å ḧ☼ χ ← ệ Ӄ
Å Жк˔рτϢϥ Ɫ
ÅЖк˔рЂ˔РІᵓּזτϢϥᵰ ʾӦ כ◦

ḼỘBCP ʺϱрТжⱧỘּיρχẸ ʺ
ḧⱢᾛχᶨ ʺ←ᵲ ᴂ ∙χ ὀ

地域防災力の一層の強化
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すべての領域でドローンは有効な技術手段であり、点検・監視・輸送・情報共有など多様な機能を果たす想定
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自律分散型の社会インフラを支える

ロボット・システムのプラットフォーマーへ
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